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企画展会場を巡る重ね捺しスタンプラリー

まで開催中

企画展開催中の２会場で５つのスタンプを重ね捺して
カラフルな１枚の作品に仕上げよう

所 在 地　本庄市銀座 1-5-16　開館時間　午前 9 時～午後 7 時　
休 館 日　年末年始（12/29 ～ 1/3）

所 在 地　本庄市西富田 1011　開館時間　午前 9 時～午後 4 時 30 分
休 館 日　月曜日（休日の場合は翌日）・年末年始（12/28 ～ 1/3）

開催期間　開催中～ 2025 年 1 月 13 日（月 / 祝）
参 加 費　無料

会
場

会
場
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無料

12/21

開催時間　午前 9 時～午後 4 時 30 分（最終受付 午後 4 時）
対 象　どなたでも
申 込　不要（当日会場受付）　
参 加 費　無料

最も古い本の形といわれる 「巻
まき

物
もの

」

ワークショップでは、表紙は千代紙風折り紙、軸は
ストロー、紐はリボンを使って巻物づくりに挑戦！
本紙は白紙または中山道本庄宿を描いた絵図の塗り
絵、千代紙風折り紙とリボンは色を選べるので、組
合せを楽しみながら、自分だけのミニ巻物がつくれ
ます。
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-
参加無料
申込不要

・ワークショップで製作するミニ巻物の本紙は普通紙です。
・体験時間の目安は 20 分です。
・開催時間中は自由に体験できますが、満席の場合には待ち時間が発生する場合があります。

身近な材料を使ってミニ巻物をつくりましょう

巻物は文字や絵がかかれた横長の紙を

軸に巻いて仕立てたものです

お知らせ

※会場で配布する台紙でご参加ください



所在地　本庄市西富田 1011　早稲田ﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸ ･ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ（早稲田大学 93 号館）1 階　
開館時間　午前 9 時～午後 4 時 30 分　　　入館料　無料
休館日　月曜日（休日の場合は翌日）・年末年始（12/28 ～ 1/3）
問合せ　☎ 0495-71-6878　　　 0495-71-6879　　　 hwmm@city.honjo.lg.jp 本庄早稲田の杜

ミュージアム

本庄市とその周辺地域は、埼玉県内で
最も早く埴輪を導入した地域として知
られていますが、その後も埴輪をもつ
古墳が数多く築かれ、また埴輪窯跡も
数か所に所在するなど埴輪づくりがと
ても盛んな土地でした。
企画展では、本庄市やその周辺地域
で出土した埴輪のなかから、とくに
注目すべき資料を体系的に集成し、
当地域での埴輪の出現から終焉まで
の姿を紹介します。

本庄市マスコット「はにぽん」のモデルとなった盾持人物埴輪 1 点は、東京国立博物館及び九州国立博物館で
開催される特別展「はにわ」出展のため、9 月末から 2025 年 6 月まで見学できませんご来館時の注意事項

埴輪 - 本庄とその周辺地域における埴輪の導入から終焉まで -
会 期　開催中～ 12 月 22 日（日）
会 場　早稲田ﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 2 階情報資料室

江戸時代に日本橋から京都までをつ
ないだ中山道。中山道には 69 の宿駅
があり、本庄宿は 10 番目の宿にあた
ります。
企画展では、本陣の機能や大名家と
のやりとりについて市所蔵・寄託資
料を中心に展示するとともに、共催
する早稲田大学所蔵の街道関係資料、
美濃加茂市民ミュージアム所蔵の太
田宿本陣資料を併せて展示し、多く
の大名が通行した中山道とそれを迎
えた本陣の姿を紹介します。

中山道と本陣 - 本庄宿と太田宿 -
会 期　開催中～ 2025 年 1 月 13 日（月 / 祝）
会 場　本庄早稲田の杜ミュージアム早稲田大学展示室

ご意見をお聞かせください
本庄早稲田の杜ミュージアムで開催中の企画展

「中山道と本陣－本庄宿と太田宿」と「埴輪－
本庄とその周辺地域における埴輪の導入から終
焉まで－」について、今後の展示事業の参考と
するためアンケートを実施しています。ご協力
いただき、ぜひご意見をお聞かせください。

アンケートにご協力いただいた方に
企画展オリジナルステッカーをプレ
ゼントしています。

本庄宿田村本陣の「休泊控帳」は、
寛永 19（1642）年～文久 3（1863）
年まで 221 年間にわたる休泊記録
です。そこには宿泊した数多くの大
名たちを迎えた本陣の準備や対応な
どの様子が書き記され、江戸時代の
姿を身近に感じることができます。
企画展では田村本陣が残した「休泊
控帳」の記事から本陣の業務や大名
へのおもてなしを、具体的なエピ
ソードを交えながらご紹介します。

中山道と本陣 -『休泊控帳』をひもとく -

会 期　開催中～ 2025 年 1 月 13 日（月 / 祝）
会 場　本庄レンガ倉庫展示スペース

　　　　　　塚合出土男子人物埴輪

髪を上げ美豆良に結い、円錐形の笠を被り、
頸には玉を連ねた飾りを着けています。笠
を被る上げ美豆良の男子は古墳時代後期後
半段階に見られる器種で、鍬を担いだ姿で
表現されることもあり、「農夫」と紹介さ
れることの多い埴輪です。古墳築造者の意
図としては、墳丘の築造に際し、土木作業
を担当したメンバーを造形させたのかも知
れません。
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幕府が将軍の代替わりごとに諸大名に示した基本法規。
第2条「参勤交替之儀、（略）」は、大名の参勤交代を制度
化した条文です。3代将軍家光の寛永12（1635）年令に
盛り込まれて後、表現を若干変えつつ、踏襲されました。

※ステッカープレゼントはなくなり次第終了


